
平成 23 年 5 月 26 日（木曜日）19:00～19:45 

◆症例検討 

テーマ 「当院のカテーテルアブレーション最前線」 

講 師  循環器内科医師 余川 順一郎 先生 

 

 

  

不整脈の治療（特に発作性心房細動）において、当院で導入・施行が始まった心腔内電位三次元カ

ラーマッピング（エンサイトベロシティシステム・日本光電）を用いての不整脈治療について、2

例の症例呈示を用いての講演でした。 

７０歳以下で動悸の症状の強い発作性心房細動の患者についてはよい既往とのことで、今後、連携

医からのご紹介をお願いしたいとのお願いもありました。 

〔文責：放射線科主任医長 吉川〕 


